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乎城京加定条二坊ー・ニ・七・八坪償謳18&i.l:)発皿彫甥馳説明会資科

1988年3月5日（土）

奈良国立文化財研究所乎城宮跡発掘調査部

調査地 奈良市二条大路南一丁目

調 1988年1月～ 面稜 1570m' 

1 はじめに

乎城京左亨三条二坊一｀二、七、 J海にまたがる約40000m'の場所に、そごうデバ

ートが建設されることになり、このうち30000面を、 2年半の予定で、一昨年の秋以

来、餌宝的に慰屈眩を進めている。きょう報告する調査地は、デパート埋据予定地の西

北辺にあたる。

これまでの調査面萩は、あわせて 13700而あり（第2図ーA・B・C区）、すでに

2回の現地説明会をひらいている。調査により、．この場所は、奈良時代のはじめから4町

（坪）という広大な款地を占める宅地であったことが明らかにされている。また調査区の

謬環の、井戸跡と思われる深い穴の中から、・奈良時代前半期は即行の中心となって権勢

をふるい、悲刹的な死をとげた長屋王に関連する木簡がみつかるなど、平城京の実態を理

解する上で重要ナぷ旦梢や造物が発掘されつつある。

今次の調査では、奈良時代前半の、 4町の宅地の時期の正段と推定される大規模な掘立

柱、その時期の建珈詳を区画する施設のあり方に関する興味深い成果を得、くわえ

て、奈良時団炎半に再び4町を占める宅地の形態を解明するための手がかりなども得るこ

とができた。

2 今回みつかった造格について

今日あらたに報告するのは、 D区でみつかった造構群である． ． 

Dl区のほぼ中央に、正面（桁行） 7間、側面（梁行） 5間で、南と北に庇(Uさし）のつ

く東西方向の建物1がある。奈良時代の尺度で、正面78尺（約23.lm)、側面50

尺 (14.8m)という大規模なもので、建坪にして341.9111'、約103坪もあり、

．これまでに調査さ加と平鯰内咋も地の、どの建物よりも大きい。廻靱の内部には床柱を

たてた柱穴が残っているので、床をはった建物であったことがわかる。 ・

この建物1の南側には、東に庇のつく南北棟（建物34)2棟が、ほぼ同じ場所で建て

かえられ、その西には、かなり大きな東西棟（建拘35)が、やはり同じ場所で建てかえ

られている。

D2区の中央北寄りには｀東西方向に長くのびる塀19がある。これはC区につながり、

全部で63m続く。西の端で直角にまがって、北にのびている。 D2区の西端には南北方

向の塀20があり、 Dl区の北寄りでみつかった東西塀21とつながるものとみられる。

Dl区北寄りには東西方向の道路跡37が、 D2区西寄りには南北方向の迫路路38が

あるが、いずれも条坊を坪に分かつ坪境の小路である。
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3 建（宅地利用）の移り変わり

これまでの調査でみつかった造構は、廷物跡が112、塀の跡が31、井戸の跡が24

にのぼる。ほとんどすべて力案良時代のものであり、造構の重なり関係や配箆状況などか

ら、 8つの時期に区分できる。

．Aふ期

奈良時代前半にあたる。掘立柱で敷地の中を東西、南北に区画し、その塀が七・八坪、

ー・ニ坪の坪境小路をこえてのびる。 4町（坪）が一つの敷地となり、広大な面稜をしめ

る時期である。この時期は、造構の配置関係によって、さらにAl~A4の小期に区分で

きる。

Al期南北塀4と東西塀5で区画した中に、中心となる廷財である正殿（建物1)を

建て、その東に、南北38mもの長大な建拘2が、脇殿として配置される。

A2期匹友、脳股は変わらないが、大きな因郵甘が取り壊されて、正殿の東南方に、

約36m四方の正方形の区画がつくられる。

A3期迎闊竿が最も翌然と配置される時期．正殿1はそのままだが、脇殿2を壊して

、かわりに南北印彗句13をつくる。その東方に、正面8間、側面4間の大きな建物11

と、その北ば妾して東西棟12がつくられる。 1・13などの建物群と、 11~15な

どの建拘辟乃間は、窟北塀22で仕切られる。また建拘群全体は、東西塀16や19、

南北塀18などでかこまれて、南北が100m、東西が少なくとも 120m以上の大き

な区画がつくられる。

A4期おもな建肱まA3期磯まだが、声勿12を壊して、塀23~26をつくり、

大きな区画をさらに小さな区画に分けて、建物を1~2棟ずつ囲みこむ。

B;:；期
奈良時代中期にあたる。二坪と七坪、一坪とJ¥;i'平、それに一坪と二坪、七坪と］げ形う問

に4器をつくって、 4町であった敷地を1町ごとに区画する。
， こ期

奈良時代後半にあたる。小路の側滞が埋め立てられ、再び4町が一つの敷地となる。敷

地の中心はD・E区と思われ、今回みつかった廷拐34や35がこの時期のものと考えら

れる。

D二期

奈良時代末～平安時代はじめにあたる。坪境のIl渇各がふたたびつくられ、 1町ずつの敷

地となる。 Dl、D2の2小期に分かれるが、いずれも小規模な建物が宅地内に散在して

いる様子をみせる。

D期以後疇肖、瓢はほとんどなく、この迎那よ、乎城京の廃都後まもなく、人々の

居住地ではなくなってしまったようだ。
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4 井戸踪の口拍

B区び泣構については、すでに昨牢乃8月末に報告したが、井戸跡の掘下げ調査は、今

年の1月に行なった。

B区内に井戸部認ヶ所にあり、そのうち井戸Vは井戸枠が完全に抜き取られていた．

井戸Tも同様に井戸枠の大半が廃絶に際して抜き取られていたが、いちばん底の一段だけ

は、もとの位箆に残されていた。この井戸は一辺が120cm近くある。乎城京内の筍匪の

井戸枠が、一辺0.7~0. 8m前後であるのにくらぺると、大型の部領にはいる。また

井戸枠の組み上げかたも、最も本笛穴ある。この井戸の枠を抜き取った穴を埋めた土の

中から、猿などを墨て描いた土器がみつ力つた． ． 

井戸T以外の井戸は、一辺あるいは直径が70cmほどの小規模なものであるが、曲据容

器を利用した井戸枠の多いのが目立つ。それぞれの井戸の中を埋めた泥土の中には、多く

の土器が捨てられていた．井戸Uには奈良三彩の小壺も埋まっていた．

なお井戸Pでは、井戸枠を組み立てて据えるために掘った穴の中に、マツリやマジナイ

に使b加こ、蒋い木の板でつくった斎串（吹し）・や、直径3cmほどの小型銀が埋められてい

た。

c区の東はし近くにある四角形の深い穴Wは、井戸枠がすべて抜き取られた跡と考えら

れるが、この中に捨てられた土砂やゴミの中から229点におよぷ村団がみつかった。そ

の中には、 「長屋皇宮」と書かれたものもあり、この遺跡の居住者を考える上で重要な資

料がえられた．

•井戸冗出土の墨蚕土器について
土攀且皿の秒卜面虚や廷がかかれていた。

この土器のつくられた年代は725年頃である。

土蒜坊卜面には5匹の猿の顔が描かれ、そのうち1匹は全身が表現されている。

土器の内面には、枝と葉をあしらった樹木がえがかれ、イヌの顔かとも考えられるもの

がある。

この墨画は土器のつくられた年代を大きく下らない頃、つまり長屋王が存命していた時

期に、絵画の技術をもつ人によって出也也付近で描かれた可能性が高い。猿の墨画からは、

猿を醐詢に描いたあとがうかがえることから、正式な絵をかくための練習であったと推

定することができる。

井用即V出土の布面について．

ポ団は229点あり、米、飯など食料関係の文書、荷札、付け札が中心である。 1から

3は長屋王の宮百贖される白米1石を入れた俵(Iおら）に付けられていた札で、裏面に書

か加苫郡嘩嗚巳痴叫lは、この白米をついた人夫である。

4と5は帳内、少干＼の飯の支給に関するものである。 4にみえる帳内、少子は、・親王、

樟旺t琴給さ邸トネリで、饂に藍邸下級のf臥のことである．
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6は犬6頭分の餌として飯を詩求した珍しい木簡である，

7は伊豆国から税として送られてきたカツオ（堅魚）につけられていた荷札。

薗膨率前がわかるものが7点あり、そのうち8・9など、近辺国のものが5点をしめ

ているのが特徴である。

用途牙朔ながら、興味ある語句を甚いた木簡も出土した． 10~12点で、たわむれ書

きのたぐいであろうか。 ・

なお、現在のところ、木簡にみられる年紀は蓑老元年 (717)に限られる。
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